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(百万円未満切捨て)

１．2025年12月期第２四半期（中間期）の業績（2025年１月１日～2025年６月30日）

（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年中間期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年12月期中間期 652 38.5 86 987.3 87 － 59 －

2024年12月期中間期 471 － 7 － 7 － 4 －

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2025年12月期中間期 6.28 6.15

2024年12月期中間期 0.47 0.45

(注)１．2023年12月期に決算期（事業年度の末日）を３月31日から12月31日に変更しており、比較対象期間が異なるこ
とから、2024年12月期中間期の対前年中間期増減率については記載しておりません。

２．2025年12月期中間期の経常利益及び中間純利益の対前年中間期増減率は、1,000％以上となるため「－」と記載
しております。

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年12月期中間期 1,092 872 79.9

2024年12月期 1,063 813 76.5

(参考) 自己資本 2025年12月期中間期 872百万円 2024年12月期 813百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年12月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2025年12月期 － 0.00

2025年12月期(予想) － 0.00 0.00

(注)１. 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無
２．上記「配当の状況」は、普通株式に係る配当の状況です。当社が発行する普通株式と権利関係の異なる種類株

式（非上場）の配当の状況については、後述の「種類株式の配当の状況」をご覧ください。



３．2025年12月期の業績予想（2025年１月１日～2025年12月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 1,370 20.1 190 18.8 190 19.3 130 11.3 13.73
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：無



※ 注記事項

（１）中間財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

中間財務諸表の作成に特有の会計処理の適用に関する注記

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2025年12月期中間期 8,472,339株 2024年12月期 8,472,339株

② 期末自己株式数 2025年12月期中間期 516,559株 2024年12月期 510,077株

③ 期中平均株式数（中間期） 2025年12月期中間期 7,958,702株 2024年12月期中間期 7,863,522株

※ 第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

(将来に関する記述等についてのご注意）
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績
等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。



○種類株式の配当の状況

普通株式と権利関係の異なる種類株式に係る１株当たり配当金の内訳は以下のとおりです。

甲種類株式
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年12月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2025年12月期 － 0.00

2025年12月期(予想) － 0.00 0.00
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

当中間会計期間における国内景気動向は、緩やかに回復しており、先行きについては、雇用・所得環境の改善

や各種政策の効果により、緩やかな回復を支えることが期待されております。一方、アメリカの通商政策の影響

による下振れリスクが高まっており、加えて、物価上昇の継続による消費者マインドの下振れ等を通じて、個人

消費に及ぼす影響や金融資本市場の変動等の影響に、今後十分注意していく必要があると認識しております。

このような環境の中、当社は、協業パートナーとの連携強化を通じた中長期的な売上拡大及び、その中長期的

な売上を達成するための、人材の確保「ヒト」と技術・製品サービスの強化「モノ」を最重要視し、様々な取組

みを行ってまいりました。

それらの取組みによって、データサイエンス人材の採用強化施策を通じた採用者数の増加、ならびに、退職者

数の低減、アナリティクスコンサルティング事業におけるデータ利活用支援やAIモデル構築、AIプロダクト事業

におけるR2Engineを中心とした各AIプロダクトの導入等により、売上増加を図りました。

以上の結果、当中間会計期間の売上高は652,741千円（前年同期比38.5％増）、営業利益は86,686千円（前年同

期比987.3％増）、経常利益は87,284千円（前年同期比1,044.4％増）、中間純利益は59,278千円（前年同期比

1,254.4％増）となりました。

（２）当四半期の財政状態の概況

(資産の部)

当中間会計期間末の資産合計は1,092,775千円となり、前事業年度末に比べ29,072千円増加いたしました。

流動資産は876,201千円となり、前事業年度末に比べ35,443千円増加いたしました。これは主に、現金及び預金

が158,647千円増加した一方で、売掛金及び契約資産が125,415千円減少したことによるものであります。

固定資産は216,574千円となり、前事業年度末に比べ6,371千円減少いたしました。これは主に、ソフトウエア

が6,721千円減少したことによるものであります。

(負債の部)

当中間会計期間末の負債合計は220,068千円となり、前事業年度末に比べ30,206千円減少いたしました。

流動負債は207,068千円となり、前事業年度末に比べ30,206千円減少いたしました。これは主に、未払金が

12,386千円、未払法人税等が12,791千円減少したことによるものであります。

固定負債は13,000千円となり、前事業年度末に比べ変動はありませんでした。

(純資産の部)

当中間会計期間末の純資産合計は872,707千円となり、前事業年度末に比べ59,278千円増加いたしました。これ

は、中間純利益の計上により利益剰余金が59,278千円増加したことによるものであります。
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（キャッシュ・フローの状況の分析）

当中間会計期間における現金及び現金同等物は、前事業年度末に比べ158,647千円増加し、当中間会計期間末に

は673,507千円となりました。

当中間会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当中間会計期間において営業活動の結果獲得した資金は、171,855千円（前年同期は117,042千円の獲得）とな

りました。これは主に、増加要因として税引前中間純利益87,284千円及び、売上債権及び契約資産の減少額

125,415千円等があったことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当中間会計期間において投資活動の結果支出した資金は、12,980千円（前年同期は18,385千円の支出）となり

ました。これは主に、無形固定資産の取得による支出8,512千円等があったことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当中間会計期間において財務活動の結果支出した資金は、227千円（前年同期は23,421千円の獲得）となりまし

た。これは、利息の支払額227千円があったことによるものであります。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

2025年12月期の業績予想につきましては、2025年２月14日に公表いたしました業績予想から変更はございませ

ん。
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２．中間財務諸表及び主な注記

（１）中間貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(2024年12月31日)

当中間会計期間
(2025年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 514,859 673,507

売掛金及び契約資産 274,000 148,585

仕掛品 － 1,399

貯蔵品 397 397

その他 51,500 52,311

流動資産合計 840,757 876,201

固定資産

有形固定資産 46,850 46,009

無形固定資産

ソフトウエア 49,551 42,830

その他 4,555 10,316

無形固定資産合計 54,106 53,146

投資その他の資産

投資有価証券 67,440 67,440

その他 54,548 49,978

投資その他の資産合計 121,988 117,418

固定資産合計 222,945 216,574

資産合計 1,063,703 1,092,775

負債の部

流動負債

短期借入金 30,000 30,000

未払金 105,943 93,557

未払法人税等 47,398 34,607

その他 53,932 48,903

流動負債合計 237,274 207,068

固定負債

資産除去債務 13,000 13,000

固定負債合計 13,000 13,000

負債合計 250,274 220,068

純資産の部

株主資本

資本金 355,628 355,628

資本剰余金 255,628 255,628

利益剰余金 464,460 523,739

自己株式 △262,288 △262,288

株主資本合計 813,428 872,707

純資産合計 813,428 872,707

負債純資産合計 1,063,703 1,092,775
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（２）中間損益計算書

(単位：千円)
前中間会計期間

(自 2024年１月１日
至 2024年６月30日)

当中間会計期間
(自 2025年１月１日
至 2025年６月30日)

売上高 471,372 652,741

売上原価 266,651 378,235

売上総利益 204,721 274,505

販売費及び一般管理費 196,749 187,819

営業利益 7,972 86,686

営業外収益

受取利息 14 507

違約金収入 － 300

営業外収益合計 14 807

営業外費用

支払利息 144 208

株式交付費 216 －

営業外費用合計 360 208

経常利益 7,626 87,284

税引前中間純利益 7,626 87,284

法人税、住民税及び事業税 3,161 28,925

法人税等調整額 89 △919

法人税等合計 3,250 28,006

中間純利益 4,376 59,278
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（３）中間キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前中間会計期間

(自 2024年１月１日
至 2024年６月30日)

当中間会計期間
(自 2025年１月１日
至 2025年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前中間純利益 7,626 87,284

減価償却費 25,695 15,221

株式報酬費用 8,396 12,303

受取利息 △14 △507

支払利息 144 208

株式交付費 216 －

売上債権及び契約資産の増減額（△は増加） 29,429 125,415

棚卸資産の増減額（△は増加） 495 △1,399

前払費用の増減額（△は増加） △12,007 △7,581

未払金の増減額（△は減少） 15,053 △12,386

契約負債の増減額（△は減少） 6,371 4,372

預り金の増減額（△は減少） 1,929 5,483

未払消費税等の増減額（△は減少） 9,049 △19,001

その他 6,697 3,757

小計 99,083 213,171

法人税等の支払額 △2 △41,315

法人税等の還付額 17,960 －

営業活動によるキャッシュ・フロー 117,042 171,855

投資活動によるキャッシュ・フロー

利息の受取額 14 440

有形固定資産の取得による支出 △4,032 △4,907

無形固定資産の取得による支出 △13,969 △8,512

敷金及び保証金の差入による支出 △398 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △18,385 △12,980

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 30,000 30,000

短期借入金の返済による支出 △30,000 △30,000

株式の発行による収入 23,565 －

利息の支払額 △144 △227

財務活動によるキャッシュ・フロー 23,421 △227

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 122,077 158,647

現金及び現金同等物の期首残高 361,239 514,859

現金及び現金同等物の中間期末残高 483,317 673,507
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（４）中間財務諸表に関する注記事項

（セグメント情報等）

当社の事業は、アナリティクス・AIサービス事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（重要な後発事象に関する注記）

（譲渡制限付株式としての自己株式の処分）

当社は、2025年５月29日開催の取締役会において、以下のとおり、譲渡制限付株式としての自己株式の処分を

行うことについて決議し、2025年７月１日に払込が完了いたしました。

１ 処分の概要

(1) 払込期日 2025年７月１日

(2) 処分する株式の種類及び株式数 当社普通株式 80,737株

(3) 処分価額 １株につき362円

(4) 処分価額の総額 29,226,794円

(5) 割当先 当社従業員48名 80,737株

２ 処分の目的及び理由

当社は、2023年３月16日開催の取締役会の決議により、所定の要件を満たす当社従業員（以下「対象従業員」

といいます。）に対して、当社の企業価値の持続的な向上を図るインセンティブを付与すると共に、株主との一

層の価値共有を進めることを目的として、対象従業員を対象とする譲渡制限付株式付与制度の導入を決議してお

ります。

今般、本制度に基づき、対象従業員に対して金銭債権29,226,794円を支給するとともに、本自己株式処分とし

て当社の普通株式80,737株（以下「本割当株式」といいます。）を割り当てることを決議いたしました。本割当

株式には、中長期的かつ継続的な勤務等を促す観点から、譲渡制限を設けることとし、その期間を当社の取締役

会が定める一定の期間で設定いたしました。

対象従業員は、支給された金銭債権の全部を現物出資財産として払い込み、当社が本自己株式処分により割り

当てる普通株式を引き受けております。

このことは、従業員エンゲージメントの向上、すなわち、当社従業員の会社に自発的に貢献したいと思う意欲

を促し、当社の中長期的な成長に寄与することと考えております。
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（株式取得による企業結合）

当社は、2025年７月24日開催の取締役会において、Break's株式会社の株式100％を取得し、同社を子会社化す

ることを決議し、同日付で基本合意書を締結いたしました。なお、2025年10月上旬に株式の取得を予定しており

ます。

１ 企業結合の概要

(1) 被取得企業の名称及びその事業の内容

被取得企業の名称 Break's株式会社

事業内容 システム受託開発事業及びSES事業

(2) 企業結合を行う主な理由

Break's社は、東京都に本社を構え、ICT人材育成特区である札幌に開発拠点を有する企業であります。多

様な業界に向けたAI関連システムや業務システムの構築において豊富な実績を持ち、受託開発やSES（シス

テムエンジニアリングサービス）を通じて、現場に根ざした柔軟かつ高品質な開発支援を提供しておりま

す。また、高度なIT人材と高い技術力をその強みとしております。

当社はこれまでも、AI・データサイエンスに関わる領域において、課題の抽出から仕組みづくり、導入、

定着に至るまでを一貫して担える体制を有しており、それ自体を価値として提供してまいりましたが、

Break's社の株式取得により、この一貫対応の体制をさらに強化し、特にシステム開発・構築の実行力を高

めることを目指すものであります。

(3) 企業結合日

2025年10月上旬（予定）

(4) 企業結合の法的形式

株式取得

(5) 結合後企業の名称

変更ありません。

(6) 取得する議決権比率

100%

(7) 取得企業を決定するに至る主な根拠

当社が現金を対価として株式を取得することによるものです。

２ 被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳

現時点では確定しておりません。

３ 主要な取得関連費用の内訳及び金額

現時点では確定しておりません。

４ 発生したのれんの金額、発生要因、償却方法及び償却期間

現時点では確定しておりません。

５ 企業結合日に受け入れた資産及び引き受けた負債の額並びにその主な内訳

現時点では確定しておりません。


